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身を潜める統一協会汚染の自民党議員
県下でも蔓延する反共・カルト

恐
る
べ
き
統
一
教
会
の
野
望

世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
（
旧
統
一

協
会
）
と
自
民
党
の
起
点
は
、
敗
戦
後
、

Ａ
級
戦
犯
で
あ
っ
た
が
復
権
し
、
1
9

5
7
年
に
総
理
大
臣
に
就
任
し
た
岸
信

介
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
安
倍
家
3
代
に

渡
り
深
い
関
係
を
築
い
て
き
た
。

統
一
教
会
は
、
64
年
宗
教
法
人
と
し

て
認
証
さ
れ
、
68
年
に
は
「
国
際
勝
共

連
合
」
を
設
立
、
岸
信
介
や
笹
川
良
一

等
と
共
鳴
し
て
活
動
を
進
め
て
行
っ
た
。

「
勝
共
連
合
」
の
主
張
は
「
自
主
憲
法

制
定
と
ス
パ
イ
防
止
法
成
立
」
を
あ
げ

げ
、
当
時
の
自
民
党
の
主
張
と
符
合
す

る
。
岸
の
死
後
、
そ
の
関
係
は
娘
婿
・

安
倍
晋
太
郎
に
引
き
継
が
れ
、
文
鮮
明

は
晋
太
郎
に
期
待
を
寄
せ
た
。
87
年
、

晋
太
郎
は
、
竹
下
登
、
宮
澤
喜
一
と
3

人
で
総
裁
選
を
争
う
が
、
竹
下
政
権
が

誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
時
、

敗
れ
た
晋
太
郎
氏
に
つ
い
て
、
文
鮮
明

は
「
日
本
は
と
ん
で
も
な
い
間
違
い
を

し
た
。
こ
れ
で
日
本
の
復
帰
は
何
十
年

も
遅
れ
る
」
と
発
言
し
た
。
そ
の
日
本

の
復
帰
と
は
、
「
統
一
教
が
日
本
の
国

家
宗
教
に
な
る
」
こ
と
が
目
標
で
あ
っ

た
と
の
こ
と
だ
。

信
者
を
く
い
も
の
に
す
る
教
団

文
鮮
明
は
日
本
人
信
者
を
集
め
「
霊

感
商
法
」
の
や
り
方
で
、
高
額
な
壺
や

印
鑑
を
売
り
つ
け
、
多
額
の
献
金
を
集

め
た
。
ま
た
、
合
同
結
婚
式
と
称
し
て
、

何
万
人
も
の
カ
ッ
プ
ル
を
一
堂
に
集
め
、

異
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
世
間
の

注
目
を
集
め
た
。
教
団
の
献
金
取
り
立

て
で
、
相
当
数
の
信
者
達
は
破
産
し
、

金
銭
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
、
多
く
の
訴
訟

で
教
会
は
負
け
、
そ
の
実
態
が
表
面
化

し
た
。
多
額
の
献
金
が
自
己
破
産
や
信

者
2
世
の
生
活
困
窮
に
つ
な
が
る
な
ど
、

長
年
に
わ
た
っ
て
社
会
的
問
題
を
多
発

さ
せ
た
。
そ
の
教
団
が
多
く
の
自
民
党

議
員
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
事

実
は
余
り
に
お
ぞ
ま
し
過
ぎ
る
。

そ
の
一
方
で
教
団
側
は
北
朝
鮮
と
親

密
な
関
係
を
築
い
て
、
集
め
た
何
千
億

の
資
金
は
韓
国
に
送
金
さ
れ
、
一
部
は

買
収
資
金
や
北
朝
鮮
に
も
流
れ
た
と
の

情
報
も
あ
る
。

自
民
党
と
教
会
の
癒
着
ぶ
り

安
倍
晋
三
が
総
理
大
臣
に
就
く
と
そ

の
関
係
は
増
々
深
ま
っ
て
い
っ
た
。
自

民
党
大
物
議
員
が
続
々
と
統
一
教
会
と

の
関
係
を
深
め
、
選
挙
の
応
援
や
パ
ー

テ
ィ
券
購
入
等
で
教
会
関
係
者
の
協
力

を
得
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
癒
着
ぶ
り
は
単
に
個
人
の

議
員
レ
ベ
ル
を
超
え
、
自
民
党
と
教
会

側
と
の
「
政
策
協
定
」
の
疑
惑
も
あ
る
。

教
団
は
憲
法
改
正
や
家
庭
教
育
支
援

法
の
制
定
な
ど
に
賛
同
す
る
よ
う
明
記

し
た
「
推
薦
確
認
書
」
を
提
示
し
、
署

名
を
求
め
、
選
挙
で
支
援
す
る
見
返
り

に
教
団
側
が
掲
げ
る
政
策
へ
の
取
り
組

み
を
求
め
て
い
た
。

自
民
党
は
、
所
属
す
る
国
会
議
員
3

7
9
人
の
旧
統
一
教
会
側
と
の
関
係
に

つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
教
会
と
の
関
係
を
認
め
た
議
員
は
、

全
体
の
半
数
近
く
に
当
た
る
1
7
9
人

に
の
ぼ
る
。
教
団
は
数
多
く
の
関
連
団

体
を
設
立
し
、
教
団
の
名
を
隠
し
て
勢

力
を
伸
ば
し
て
き
た
。
80
～
90
年
代
、

霊
感
商
法
に
よ
る
被
害
な
ど
で
悪
評
が

広
が
り
、
名
称
変
更
を
画
策
し
た
。
名

称
変
更
が
認
め
ら
れ
た
の
は
安
倍
政
権

下
の
2
0
1
5
年
。
当
時
、
下
村
博
文

衆
院
議
員
が
文
科
相
だ
っ
た
時
と
重
な

る
。一

方
、
岸
田
政
権
は
核
心
と
な
る
は

ず
の
安
倍
家
と
統
一
教
会
の
関
係
に
蓋

を
し
た
ま
ま
、
安
倍
晋
三
を
国
葬
に
祭

り
上
げ
、
国
民
の
追
及
か
ら
目
を
逸
ら

し
た
。
更
に
は
、
被
害
者
救
済
を
う
た

い
な
が
ら
、
教
団
実
態
に
メ
ス
を
入
れ

な
い
ま
ま
、
解
散
命
令
も
先
送
り
し
、

▼
12
月
に
行
わ
れ
た
三
島

市
長
選
挙
は
変
な
選
挙
だ
っ

た
。
結
果
的
に
は
現
職
が

4
回
目
の
当
選
を
果
た
し

た
が
、
現
職
は
利
権
ま
み

れ
の
噂
で
、
市
民
の
声
な
ぞ
聞
く

耳
を
も
た
な
い
行
動
が
目
立
っ
て

い
た
。
高
齢
に
も
関
わ
ら
ず
の
出

馬
は
「
利
権
」
絡
み
で
は
な
い
か

と
噂
さ
れ
て
い
た
。
対
立
候
補
の

石
井
氏
と
近
藤
氏
は
と
も
に
40
代

と
若
く
、
地
方
選
で
は
軒
並
み
若

い
人
が
年
配
者
に
勝
利
し
て
い
た
。

石
井
氏
は
市
会
議
議
員
一
期
目
の

現
職
で
、
駅
前
開
発
も
明
確
に
反

対
し
て
お
り
、
信
頼
さ
れ
て
い
た
。

▼
し
か
し
そ
の
後
自
民
党
に
入
党

す
る
な
ど
し
、
駅
前
開
発
に
つ
い

て
も
声
が
小
さ
く
な
り
不
信
感
を

持
つ
人
も
い
た
。
近
藤
氏
は
実
業

家
と
し
て
は
鋭
い
感
覚
の
持
ち
主

で
あ
っ
た
が
、
市
政
運
営
を
任
せ

る
に
は
信
頼
が
不
足
し
て
い
た
。

そ
ん
な
こ
ん
な
で
投
票
し
た
い
人

が
い
な
い
、
誰
に
投
票
し
て
良
い

か
迷
っ
て
い
た
有
権
者
が
多
か
っ

た
。
投
票
率
も
前
回
と
あ
ま
り
か

わ
ら
ず
低
迷
し
、
豊
岡
氏
の
当
選

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
▼
豊
岡

氏
は
「
駅
前
開
発
に
つ
い
て
市
民

か
ら
信
任
を
受
け
た
」
と
言
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
投
票
は
駅
前
開

発
の
是
非
だ
け
で
す
る
訳
で
は
な

い
。
敵
失
で
勝
ち
を
拾
っ
た
よ
う

な
も
の
だ
と
肝
に
銘
じ
て
ほ
し
い
。

政
治
活
動
を
す
る
者
は
、
「
議
会

制
民
主
主
義
」
を
忘
れ
な
い
で
ほ

し
い
。
民
主
主
義
を
育
て
る
こ
と

は
右
で
も
左
で
も
な
い
。
豊
岡
市

政
の
三
島
は
市
民
の
政
治
参
加
が

増
え
た
だ
ろ
う
か
。
投
票
率
は
上

が
っ
た
だ
ろ
う
か
。
▼
三
島
は
1

9
4
5
年
8
月
の
敗
戦
直
後
か
ら

三
嶋
大
社
の
社
務
所
を
会
場
に
し

て
、
丸
山
真
男
氏
を
筆
頭
に
著
名

人
を
講
師
に
し
た
庶
民
大
学
が
開

か
れ
て
、
民
主
的
な
憲
法
の
試
案

も
考
え
て
い
た
。
新
憲
法
の
下
で

男
女
平
等
が
実
現
し
、
総
選
挙
が

実
施
さ
れ
た
。
こ
の
際
庶
民
大
学

の
中
心
メ
ン
バ
ー
が
出
馬
し
た
こ

と
で
ご
た
ご
た
が
生
ま
れ
、
庶
民

大
学
は
解
散
し
た
と
記
録
さ
れ
て

い
る
。
▼
し
か
し
、
民
主
的
政
治

を
進
め
て
行
こ
う
と
す
る
三
島
の

伝
統
は
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
進
出
を
拒

否
し
、
公
害
の
な
い
今
が
あ
る
の

で
あ
る
。
庶
民
大
学
の
伝
統
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
市
民
が
政
治

に
参
加
す
る
こ
と
こ
そ
、
地
方
政

治
を
良
く
し
て
、
ひ
い
て
は
国
を

守
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
行
く
の
で

は
な
い
か
。
年
配
者
は
臆
さ
ず
若

い
者
に
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
通
じ

て
政
治
教
育
を
し
て
い
こ
う
。〈

啓
〉

原
発
再
稼
働
か
ら
運
転
期
間
60

年
延
長
、
リ
プ
レ
ー
ス
（
建
て
替

え
）
更
に
次
世
代
原
発
・
革
新
原

子
炉
の
開
発
ま
で
、
フ
ク
シ
マ
事

故
12
年
目
に
し
て
、
岸
田
政
権
は

安
倍
で
す
ら
踏
み
込
ま
な
か
っ
た

原
発
回
帰
路
線
を
鮮
明
に
し
た
。

無
論
、
一
気
に
舵
を
切
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
安
倍
か
ら
10
年
の

自
民
官
邸
政
治
の
ド
ス
黒
い
企
み

が
開
花
し
た
も
の
だ
。
今
や
「
最

後
の
フ
ィ
ク
サ
ー
」
な
ど
と
言
わ

れ
る
Ｊ
Ｒ
東
海
の
故
葛
西
元
会
長

が
首
相
秘
書
官
に
送
り
込
ん
だ
経

産
官
僚
・
今
井
尚
哉
（
た
か
や
）
氏
に

福
島
事
故
直
後
よ
り
、
原
発
再
稼

働
を
説
き
、
再
稼
働
で
リ
ニ
ア
新

幹
線
の
電
力
供
給
を
策
し
た
と
も

い
わ
れ
る
。

そ
う
い
え
ば
、
福
島
事
故
が
収

拾
し
て
も
い
な
い
11
年
3
月
、
経

団
連
会
長
の
故
米
倉
氏
（
住
友
化

学
）
は
「
千
年
に
一
度
の
津
波
に

耐
え
た
素
晴
ら
し
い
！
」
。
菅
民

主
政
権
で
の
浜
岡
原
発
停
止
に

「
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
ぬ
災
害

に
動
揺
す
る
な
！
」
と
怒
っ
た
。

当
時
、
「
ス
ズ
キ
」
の
鈴
木
修

会
長
す
ら
「
浜
岡
再
稼
働
す
る
な

ら
ス
ズ
キ
は
工
場
移
転
す
る
」
。

7
区
の
自
民
・
城
内
実
氏
も
浜
岡

再
稼
働
は
許
さ
ん
と
議
員
の
会
を

立
ち
上
げ
た
。
今
な
ら
考
え
ら
れ

な
い
。
原
子
力
ム
ラ
は
虎
視
眈
々

と
復
活
を
企
ん
で
い
た
の
か
。

今
井
尚
哉
は
民
主
政
権
時
に
野

田
首
相
を
説
き
伏
せ
大
飯
原
発
再

稼
働
を
さ
せ
、
関
電
の
原
発
再
稼

働
に
反
対
し
て
い
た
橋
下
徹
知
事

ら
の
関
西
広
域
連
合
を
翻
意
さ
せ

勇
名
を
は
せ
た
。
岸
田
内
閣
発
足

で
退
任
し
た
が
そ
の
後
任
が
同
期

の
嶋
田
隆
秘
書
官
で
あ
る
。
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
に
福
島
汚
染
水
海
洋
放
出
認

め
さ
せ
岸
田
内
閣
の
「
原
発
回
帰
」

の
振
り
付
け
を
し
て
い
る
。

電
力
不
足
を
煽
り
、
今
夏
、
冬

に
柏
崎
刈
羽
原
発
を
再
稼
働
で
き

る
「
緊
急
運
転
命
令
」
な
る
法
改

正
ま
で
狙
っ
て
い
る
と
い
う
。
ど

こ
ま
で
や
れ
る
か
不
透
明
だ
が
、

自
公
に
維
新
、
国
民
民
主
ま
で
大

筋
賛
成
、
立
憲
に
も
動
揺
す
る
議

員
が
い
る
と
な
れ
ば
何
ら
か
の
法
・

政
省
令
改
正
は
防
ぎ
よ
う
が
な
い
。

柏
崎
刈
羽
、
東
海
第
二
等
の
再
稼

働
を
阻
止
し
、
原
発
回
帰
の
内
実

を
崩
し
て
い
く
し
か
な
い
。

浜
岡
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、
地
元
・

御
前
崎
市
で
は
一
昨
年
よ
り
、
再

稼
動
を
求
め
る
議
員
の
発
言
が
繰

り
返
さ
れ
、
市
長
も
規
制
庁
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
に
再
稼
動
に
向
け
、

３
、
４
号
機
の
審
査
を
急
ぐ
べ
き

と
の
要
請
に
出
向
い
て
い
る
（
推

進
派
の
焦
り
）
。
1
月
に
は
、
3

年
ぶ
り
の
原
子
力
防
災
学
術
会
議

の
経
済
性
等
専
門
部
会
が
開
か
れ
、

わ
ざ
わ
ざ
次
世
代
原
発
・
革
新
原

子
炉
の
説
明
を
何
と
、
櫻
井
よ
し

こ
の
国
家
基
本
問
題
研
究
所
で
原

発
推
進
の
急
先
鋒
・
奈
良
林
直
氏

（
東
工
大
）
を
呼
ん
で
喋
ら
せ
て

い
る
。

こ
の
専
門
部
会
は
そ
も
そ
も
原

子
力
ム
ラ
の
学
者
ボ
ス
の
故
有
馬

朗
人
氏
の
肝
い
り
で
作
ら
れ
た
も

の
。
有
馬
は
川
勝
知
事
を
そ
も
そ

も
招
請
し
た
御
仁
、
知
事
も
そ
の

意
を
逆
ら
え
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
、

氏
の
提
唱
で
10
年
前
、
既
に
次
世

代
小
型
炉
を
話
題
に
し
て
い
た
。

今
の
革
新
原
子
炉
は
そ
の
焼
き

直
し
と
い
わ
れ
、
出
来
る
可
能
性

は
な
い
。
知
事
も
大
島
賢
一
氏
を

呼
ん
で
来
て
、
原
発
の
恐
る
べ
き

コ
ス
ト
計
算
を
報
告
さ
せ
て
い
る
。

師
弟
関
係
と
い
っ
て
も
一
筋
縄

で
は
い
か
ぬ
葛
藤
が
あ
っ
た
か
も

し
れ
ぬ
。
18
年
1
月
の
3
会
合
同

会
議
で
は
、
今
井
派
の
日
下
部
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
を
呼
ん
で

講
演
、
存
命
中
の
有
馬
顧
問
は
悦

に
入
っ
た
が
知
事
は
家
庭
事
情
と

か
で
欠
席
だ
っ
た
（
知
事
の
抵
抗

と
い
う
噂
あ
り
）
。

リ
ニ
ア
の
県
有
識
者
会
議
が
Ｊ

Ｒ
東
海
、
国
交
省
に
物
申
す
の
と

異
な
り
、
県
の
学
術
会
議
は
会
長

以
下
、
委
員
の
大
半
は
原
発
推
進

派
。
中
電
や
再
稼
働
に
物
申
す
姿

勢
は
な
い
。
大
島
賢
一
委
員
は

「
居
心
地
が
悪
い
」
と
漏
ら
し
て

い
る
（
笑
）
。

亡
く
な
っ
た
林
弘
文
氏
が
「
会

長
が
議
論
を
途
中
で
切
っ
て
い
る
」

と
苦
言
を
呈
し
て
い
た
。
書
店
で

売
ら
な
い
政
財
界
の
情
報
誌
と
銘

打
つ
『
選
択
』
昨
秋
号
に
中
電
経

営
陣
が
原
発
撤
退
派
と
再
稼
働
し

て
電
事
連
の
主
導
権
を
狙
う
派
と

の
葛
藤
が
あ
る
と
報
じ
て
い
る
。

真
偽
は
わ
か
ら
な
い
。

川
勝
知
事
退
任
後
の
知
事
選
が

勝
負
に
な
り
そ
う
だ
が
、
リ
ニ
ア

で
マ
ス
コ
ミ
ま
で
巻
き
込
む
川
勝

県
政
包
囲
網
の
凄
ま
じ
さ
を
見
る

と
容
易
で
は
な
い
。

〈
金
原
〉

昨
年
7
月
8
日
、
演
説
中
の
安
倍
首
相
が
凶
弾
に
倒
れ
世
界
に
激
震
が
走
っ

た
。
そ
の
後
、
事
件
を
め
ぐ
っ
て
封
印
さ
れ
て
い
た
安
倍
・
自
民
党
と
統
一

教
会
の
闇
の
世
界
が
大
き
く
口
を
開
き
、
国
民
の
知
ら
な
か
っ
た
癒
着
問
題

が
マ
ス
コ
ミ
を
通
し
さ
ら
け
出
さ
れ
た
。
安
倍
晋
三
の
祖
父
、
岸
信
介
の
時

代
か
ら
統
一
教
会
の
元
祖
文
鮮
明
と
の
深
い
つ
な
が
り
が
表
面
化
し
、
驚
く

べ
き
問
題
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ザ
ル
法
を
成
立
さ
せ
幕
引
き
を
は
か
っ

て
い
る
。

県
下
の
地
方
議
員
と
の
繋
が
り

県
下
の
県
議
、
市
議
も
相
当
数
が

統
一
教
会
と
つ
な
が
り
が
見
ら
れ
る
。

マ
ス
コ
ミ
報
道
で
は
静
岡
県
議
全
67

人
に
取
材
し
た
と
こ
ろ
、
11
人
が
何

ら
か
の
接
点
が
あ
る
と
回
答
し
た
と

の
こ
と
。
中
で
も
際
立
つ
の
は
熱
海

の
県
議
藤
曲
敬
宏
氏
だ
。
前
回
は
無

投
票
で
当
選
の
2
期
目
。
小
山
町
出

身
で
カ
フ
ェ
経
営
。
ど
う
や
ら
信
者

ら
し
く
、
例
の
合
同
結
婚
式
に
も
参

加
し
、
16
年
に
小
田
原
で
行
わ
れ
た

統
一
教
会
イ
ベ
ン
ト
に
副
実
行
委
員

長
と
し
て
参
加
。
静
岡
県
議
佐
地
茂

人
氏
も
実
行
委
員
長
と
し
て
参
加
し

て
い
た
。
県
東
部
近
辺
で
は
、
昨
年

（
22
年
）
、
中
止
に
な
っ
た
が
統
一

教
会
系
団
体
の
ピ
ー
ス
ロ
ー
ド
東
静

岡
実
行
委
員
会
に
は
、
下
記
面
々
が

名
を
連
ね
て
い
た
。

顧
問

宮
沢
正
美
（
三
島
県
議
）

実
行
委
員
長
佐
地
茂
人
（
静
岡
県
議
）

副
実
行
委
員
長
加
藤
元
章
（
沼
津
県
議
）

実
行
委
員

伊
丹
雅
治
（
三
島
県
議
）

実
行
委
員

土
屋
リ
エ
（
三
島
市
議
）

〈
考
〉

昨
年
末
行
わ
れ
た
市
長
選
挙
は
争

点
が
は
っ
き
り
し
な
い
選
挙
で
し
た
。

JR
三
島
駅
南
口
東
街
区
の
再
開
発
に

つ
い
て
反
対
の
意
思
を
示
し
た
の
は

近
藤
正
文
氏
の
み
で
、
多
く
の
市
民

は
豊
岡
現
市
長
と
、
石
井
真
人
元
市

議
の
政
策
の
違
い
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
殊
更
、
若
さ

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
石
井
陣
営
に
対
し

高
齢
者
か
ら
の
反
発
も
出
て
し
ま
い
、

豊
岡
市
長
の
4
期
目
を
実
現
す
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

投
票
率
44
・
97
%
つ
ま
り
、
2
人

に
1
人
し
か
参

加
し
て
い
な
い

選
挙
は
浮
動
票

が
ほ
と
ん
ど
動

い
て
な
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

選
挙
に
行
く
層

の
市
民
は
、
支

援
者
・
組
織
を

持
つ
現
職
議
員

の
呼
び
か
け
等

に
よ
り
投
票
を

し
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
よ
う

な
低
投
票
率
の

選
挙
で
は
議
員

の
動
き
は
重
要
だ
と
わ
か

り
ま
す
。
今
回
の
市
長
選

挙
で
の
市
議
会
議
員
の
動
き
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

〈
豊
岡
市
長
応
援
〉

松
田
・
大
房
・
甲
斐
・
中
村
・
野
村
・

佐
野
・
鈴
木
文
子
・
堀
江
・
村
田
・

川
原
・
岡
田
・
宮
下
・
土
屋

〈
石
井
真
人
応
援
〉

大
石
・
古
長
谷
・
沈
・
藤
江

〈
そ
の
他
・
反
市
長
〉

服
部
・
河
野
・
佐
藤
・
杉
澤

中
で
も
、
土
屋
り
え
議
員
は
自
宅

で
あ
る
成
真
寺
の
本
堂
に
て
豊
岡
市

長
の
お
話
会
を
開
催
し
、
自
身
の
支

援
者
に
対
し
豊
岡
支
援
を
訴
え
ま
し

た
。
こ
の
際
は
県
議
会
議
員
伊
丹
ま

さ
は
る
氏
衆
議
院
議
員
細
野
豪
志
氏

も
参
加
し
て
お
り
、
一
丸
と
な
っ
て

豊
岡
市
長
を
支
援
し
て
い
た
こ
と
が

伺
え
ま
す
。

選
挙
が
終
わ
り
、
石
井
真
人
は
議

員
辞
職
し
た
中
で
の
2
月
議
会
が
2

月
14
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

４
期
目
と
な
る
三
島
市
政
か
ら
出

さ
れ
た
の
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
早

く
も
豊
岡
市
政
の
や
り
た
い
放
題
と

も
思
え
る
議
案
の
数
々
で
し
た
。
市

長
・
副
市
長
・
教
育
長
の
特
別
職
給

料
を
上
げ
る
。
副
市
長
を
一
人
か
ら

二
人
に
す
る
（
副
市
長
給
料
年
額
1

5
0
0
万
円
、
退
職
金
上
乗
せ
で
4

年
間
6
7
2
0
万
円
）
。

①
特
別
職
給
料
増
額

市
長
選
が
終
わ
っ
て
す

ぐ
市
長
が
自
身
の
報
酬
を

増
額
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
ん
な
に
あ
か
ら
さ

ま
な
行
為
が
あ
る
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
よ
う
な
暴
走

が
起
こ
る
理
由
は
議
会
に

あ
り
ま
す
。
反
対
す
る
議

員
の
声
は
多
数
決
で
抹
殺

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
賛

成
多
数
で
可
決
す
れ
ば
市

長
の
給
与
は
増
額
し
ま
す
。

②
副
市
長
二
人
制

2
0
1
9
年
2
月
議
案

に
副
市
長
二
人
体
制
の
議

案
が
出
さ
れ
た
時
は
三
谷

工
業
団
地
に
企
業
誘
致
が

進
ま
な
い
こ
と
、
東
街
区
の
業
務
推

進
の
た
め
と
い
う
の
が
大
き
な
理
由

で
し
た
。
こ
の
と
き
市
長
は
工
業
団

地
の
企
業
誘
致
が
進
ま
な
い
理
由
を

三
島
市
を
弱
小
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
に

例
え
言
い
訳
を
し
ま
し
た
。
議
員
か

ら
の
企
業
誘
致
業
務
の
回
数
を
聞
か

れ
た
と
き
豊
岡
市
長
は
１
社
と
答
え

ま
し
た
。
多
数
の
議
員
が
反
対
し
付

帯
決
議
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
特
別
職
給
料
値
上
に
反
対

し
た
議
員
は
、
佐
藤
、
服
部
、
河
野

の
3
名
。
ま
た
、
副
市
長
2
人
制
反

対
は
大
石
、
佐
藤
、
服
部
、
河
野
の

4
名
。
取
り
巻
き
議
員
の
多
い
こ
と
！

〈
鈴
木
藍
〉
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「
原
発
回
帰
」
12
年
目
の
3
・
11

書
き
留
め
て

あ
さ
の

か
ず
こ

重
ね
着
し
国
を
追
わ
れ
る
少
年
の
な
み
だ

戦
争
を
ま
つ
ぶ
さ
に
見
よ

ぬ
い
ぐ
る
み
ひ
と
つ
が
道
に
こ
ろ
が
り
て

少
女
は
ど
こ
へ
死
の
街
ウ
ク
ラ
イ
ナ

統一教会と深い関係の自民党大物議員

４期目・豊岡市長の暴走が始まった


